








 

 「入浴に関する看護について」共同研究の一環として当院では、入浴介助の

労作負担と健康管理について担当した。入浴は PMD 患者にとって身体的精神的

にも治療法の一つとしてもとらえられてきた。しかしその反面、患者の体重の

増加、重症化に伴い介助作業について種々の問題を生じている。それらの問題

点を明らかにして対策をたてることにより、患者の安全安楽をはかり、介助者

の負担が多少なりとも軽減され健康管理につながることを目的として調査研究

を行った。 


